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ブ
ッ
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フ
ォ
ッ
ク
が
明
治
十
六
年
二
月
四
日
に
彼
す
る
前
、
フ
ォ
ッ
ク
の
契
約
の
期
限
に
近
付
い
た
の
で
、
後
任
の
外
人
教
師
と
し
て
日
本
中
央
衛
生
会
委
員
ブ
ッ
ケ
マ
が
雇
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
二
月
二
日
、
ブ
ッ
ケ
マ
を
医
学
士
に
代
用
さ
れ
る
べ
き
伺
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
「
明
治
十
五
年
一
月
以
降
至
同
十
六
年
十
二
月
、
官
省
指
令
留
、
学
務
課
」
に
長
崎
ノ
四
号
、
二
月
廿
八
目
受
と
し
て
次
の
文
書
が
あ
る
。
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立
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崎
病
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兼
医
学
校
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教
師
阿
蘭
人
ブ
ッ
　
ケ
マ
ヲ
以
テ
代
用
ノ
義
御
認
可
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成
度
別
紙
本
人
履
歴
書
相
添
此
段
相
　
伺
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月
二
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崎
県
令
内
海
忠
勝
（
帳
灘
鵬
）
　
　
文
部
卿
　
福
岡
孝
弟
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伺
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治
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六
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歴
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国
非
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軍
医
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ル
コ
ウ
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ヘ
ン
カ
ブ
ッ
ケ
マ
一
族
籍
　
和
蘭
国
コ
ロ
ニ
ン
ケ
ン
一
誕
辰
　
千
八
百
三
十
八
年
六
月
十
八
日
出
生
一
証
書
　
千
八
百
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十
九
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和
蘭
国
ユ
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フ
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学
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二
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三
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書
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リ
千
八
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六
十
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大
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学
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二
於
テ
プ
ロ
ヘ
ス
ソ
ル
ヤ
ソ
セ
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ハ
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ラ
ハ
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レ
　
ヱ
ル
メ
レ
ン
ス
及
ヒ
ハ
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テ
ー
ン
ニ
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ド
ク
ト
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称
ヲ
　
　
得
タ
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八
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六
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四
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義
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タ
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千
八
百
七
十
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ア
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医
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校
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百
六
十
四
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等
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院
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テ
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ヲ
治
療
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八
百
七
十
一
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和
蘭
政
府
二
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可
ヲ
受
　
ケ
日
本
二
聴
セ
ラ
レ
千
八
百
七
十
二
年
迄
大
阪
陸
軍
病
院
ノ
教
頭
　
兼
医
官
ノ
職
ヲ
奉
ス
千
八
百
七
十
二
年
ヨ
リ
同
七
十
七
年
迄
東
京
　
陸
軍
病
院
二
於
テ
教
頭
兼
医
官
ノ
職
ヲ
奉
ス
千
八
百
七
十
四
年
願
　
　
二
依
テ
和
蘭
国
陸
軍
々
医
退
役
ト
ナ
ル
千
八
百
七
十
七
年
ヨ
リ
同
　
八
十
年
迄
東
京
府
病
院
ノ
医
官
タ
リ
千
八
百
八
十
年
ヨ
リ
同
八
十
　
三
年
迄
横
浜
十
全
病
院
ノ
医
官
タ
リ
一
八
七
十
九
年
ヨ
リ
本
年
迄
　
　
　
日
本
中
央
衛
生
会
ノ
委
員
タ
リ
　
　
　
右
各
地
勤
務
ノ
余
暇
ヲ
以
テ
民
間
ノ
治
療
ヲ
為
セ
リ
　
一
勲
章
　
千
八
百
七
十
九
年
日
本
政
府
ノ
勲
五
等
二
叙
セ
ラ
レ
単
光
旭
　
　
　
日
章
ヲ
受
領
ス
　
　
千
八
百
八
十
三
年
一
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ク
ト
ル
　
ブ
ッ
ケ
マ
　
別
に
ブ
ッ
ケ
マ
の
自
筆
履
歴
書
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
ブ
ッ
ケ
マ
の
名
は
ω
げ
四
『
屏
o
≦
8
σ
①
b
σ
q
餌
ゆ
o
⊆
屏
①
目
㊤
と
云
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
務
課
は
三
月
二
十
日
に
長
崎
医
学
校
雇
教
師
オ
ラ
ン
ダ
人
ブ
ッ
ケ
マ
を
そ
の
校
の
医
学
士
に
代
用
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
そ
の
旨
を
達
し
て
い
る
。
　
ブ
ッ
ヶ
マ
の
履
歴
に
よ
る
と
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
の
諸
学
者
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
第
一
級
の
教
授
た
ち
の
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
が
、
職
歴
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
〇
年
の
プ
・
シ
ァ
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
に
当
っ
て
は
、
ポ
ン
ペ
と
同
様
、
赤
十
字
社
の
活
動
に
参
じ
て
い
た
こ
と
も
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
叉
、
ブ
ッ
ケ
マ
は
、
日
本
に
お
い
て
、
徴
兵
令
に
関
す
る
『
撰
兵
論
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
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